
キーワード：
Keywords:

1990年代と2000年代における熱帯太平洋準10年スケール変動の長周期変調
Long-term modulation of the quasi-decadal scale variation in the tropical Pacific during
the 1990s and 2000s
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熱帯太平洋に存在する準10年変動(QD変動)とエルニーニョ・エルニーニョモドキおよびラニーニャ・ラ
ニーニャモドキ（経年スケール変動）の関係について、1990年代と2000年代の比較を行い、赤道太平洋から
フィリピン海を含む熱帯太平洋の大気海洋に関する長周期変調に関する知見を得た。まず、中部赤道太平洋
(Nino-3.4 region) の海面水温偏差のQDスケール成分を指数として、その正偏差が持続する期間をQD変動のQD
positive periodと定義した。1990年代と2000年代において、QD positive period期間におけるQDスケールの海
面水温偏差の合成図をそれぞれ作成した。1990年代および2000年代の合成図はともに過去の研究で指摘された
ように、エルニーニョモドキに似た分布（すなわち、中部赤道太平洋で正の海面水温偏差、フィリピン海で負
の海面水温偏差）を示した。QDスケールの海面水温偏差の振幅を1990年代と2000年代で比較すると、中部赤道
太平洋の正偏差は2000年代の方が大きく、フィリピン海の負偏差は1990年代の方が大きいという違いが見られ
た。このQDスケールにおける相違と経年スケール変動との関係を探るために、経年スケールの海面水温偏差に
関して、エルニーニョ・エルニーニョモドキの合成図解析を1990年代と2000年代のQD positive periodにおい
てそれぞれ行った。その結果、1990年代の方が2000年代と比べて、中部赤道太平洋の正偏差とフィリピン海の
負偏差の両方において振幅が大きいエルニーニョモドキ的なパターンが見られた。一方、ラニーニャ・ラ
ニーニャモドキに関しては、1990年代では中部赤道域およびフィリピン海で負偏差が見られ、2000年代では中
部赤道太平洋で1990年代よりも弱い負偏差、フィリピン海では1990年代とは異なり正偏差となっていた。以上
のことから、1990年代は経年スケールのエルニーニョ・エルニーニョモドキに関係する中部赤道太平洋の正偏
差およびフィリピン海の負偏差が2000年代よりも大きかったが、ラニーニャ・ラニーニャモドキに関しては
1990年代ではフィリピン海および中部赤道太平洋において負偏差の値が大きかったために、QDスケールでは
2000年代はフィリピン海の負偏差が1990年代よりも弱く、中部赤道太平洋の正偏差が1990年代よりも強く
なったと考えられる。講演では、気象庁が長期間にわたり実施している東経137度沿いの観測ラインで得られた
水温データや大気再解析データなどの解析結果を示し、さらに議論を行う予定である。
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